
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

標茶町立中茶安別小中学校  Ｎｏ．６  令和５年９月２５日発行   

折り返し地点に入りました！ 
校 長  西 村 浩 一  

 

 早いもので年度の折り返し地点を迎えました。そして、後半に入ってすぐの 10 月 7 日（土）に

は学校祭を予定しています。子供たちはスローガン「豪華絢爛」めざして練習や準備に取り組んで

きました。当日はぜひ温かいご声援のほど、よろしくお願いいたします。 

 さて先月、教育に関係する講演を聞いてきました。その中で、ウェルビーイングについて触れて

いました。最近よく聞くようになった言葉です。ウェルビーイングとは、一人一人が幸せや生きが

いを感じられることです。さらに言えば、その人を取り巻く地域や社会が幸せや豊かさを感じら

れることです。そのための例がいくつかあります。 

①「自己肯定感」…自分にはこんないいところがあると思えること。 

②「社会貢献意識」…誰かのために、役立つことができたという思いを持てること。 

③「自己実現」…小さな成功体験も含めて、成長できた・成功したと思えるような達成感をもって

いること。 

④「心身の健康」…文字通り、心も体も健康でいること。 

 他にも「安全安心な環境」「多様性への理解」「学校や地域でのつながり」「サポートを受けら

れる環境」などがありますが、これらがウェルビーイングを高める要素となるのだそうです。 

 講演の中では日本理化学工業が大切にする「人間の究極の幸せ」についても紹介していました。

ウェルビーイングという英語よりも「究極の幸せ」という日本語の方がしっくりくるかも知れま

せん。紹介されていたのは次の 4つです。 

    

 

 

 「人に愛されること」や「人からほめられること」は自分の思い通りにできることではありませ

んが、相手を愛することやほめることなら自分の意思でできます。それが相手の幸福感を上げる

のであれば、とても大事なことです。家族、地域などなどお互いに関わる人たちに対して、そのよ

うな関わり合いができたなら、すばらしいことです。 

 そして「人の役に立つこと」であれば自分の意思でできます。結果として「人から必要とされる

こと」につながるかも知れません。それが「人に愛されること」「人にほめられること」につなが

ることもあるでしょう。そう考えると、幸せは幸せになろうと求めて得られるものではなく、人に

対して心を尽くして関わる中で、結果としてついてくるものなのかも知れません。 

 精神的な豊かさや健康も含めて幸福や生きがいを捉える考え方が、経済先進諸国を中心に重視

されています。それは教育の世界でも求められています。資質・能力を伸ばし、幸せな人生を実現

できるように子供たちの可能性を広げ育むという、その重要性と学校の責任の重みを再認識させ

られた講演会でした。 

家庭や地域との連携を深め、知・徳・体を 

バランスよくはぐくむ！
■ １０月行事予定 ■ 

 

学校だより 

1 日

2 月 ○ ○

3 火 ○ ○

4 水 ○ ×

5 木 ○ ○

6 金 ○ ×

7 土 × ×

8 日

9 月

10 火

11 水 ○ ×

12 木 ○ ○

13 金 ○ ○

14 土

15 日

16 月 ○ ○

17 火 ○ ○

18 水 ○ ×

19 木 ○ ○

20 金 ○ ○

21 土

22 日

23 月 ○ ○

24 火 ○ ○

25 水 ○ ×

26 木 ○ ○

27 金 ○ ×

28 土

29 日

30 月 ○ ○

31 火 ○ ○

日 曜 行事予定 給食部活

学力テスト総合Ｂ（中３）

小クラブ活動②

週休日

茶安別酪農祭

学校祭時程

校内安全点検　ネットパトロール

学校祭時程

学校祭時程

学校祭総練習

学校祭時程

学校祭時程

学校祭会場準備

中茶安別小中学校祭

週休日

スポーツの日

ファミリーマラソン

振替休業（学校祭分）

学校祭後片付け・反省

３校合同柔道②（午後）

図書館バス　ふるさと給食

図書館バス　 委員会

週休日

沼幌小学校100周年記念式典

週休日

全校朝会　ネットパトロール

グラウンド設計（リンク～２５日学校）

ＰＴＡ役員会議②　英検ＩＢＡ実施（中１～３）

午前授業日

ノー残業デー

秋の身体測定・色覚検査（２校時）

校内意見発表会（５校時）

３校合同柔道①（午前）

小クラブ活動③   委員会

週休日

ミカミ杯釧根地区バドミントンフェスティバル大会

週休日

　

秋の学校林活動予備日

読み聞かせ（昼　小3）　 小クラブ活動④

第１回校内授業研究会

リンク枠板配置（児童生徒・教職員）

小スケート少年団保護者会(美術室)

３校合同柔道③（午前）　委員会

阿歴内地区文化祭　茶安別地区作品搬入作業

週休日

茶安別地区文化祭　阿歴内地区文化祭

週休日

茶安別地区文化祭

秋の学校林活動（伐採）

茶安別地区文化祭作品撤去作業

朝のスクールバスは、通常通りの時間で運行します。

帰りのバスはありません。

人に愛されること  人にほめられること 

人の役にたつこと  人から必要とされること 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒総会 
 

 

 ９月８日（金）に、児童生徒総会を実施

しました。前期の活動反省を受けて、後期

の活動を提案、審議し、了承されました。

ぜひ、子どもたちの力でさらに活気ある児

童生徒会にしていってほしいと思います。 

また、今回は初めての試みとして、タブ

レット端末を活用して総会資料を作成し、

総会時にもそれを見ながら、質問、答弁で

きるようにしました。今後はこのような形

が主流になるかもしれません。 

 ８月３１日（木）に、夏の学校林活動を行いました。今年度も釧路湿原森林ふれあい推進

センターから４名の方に来ていただき、様々な活動を行いました。晴天であれば外での活動

を予定していましたが、雨天のため校内で活動を行いました。 

 最初に、森林カルタ大会を行いました。木で作られたカルタを子どもたちが取り合い、白

熱した戦いが繰り広げられました。その後、森林循環の話から、雨がどのようにろ過されき

れいな水になっていくかを、実際にペットボトルに小石や落ち葉を入れ、泥水をろ過して確

認してみました。実際にこうした循環が、学校林や近くの森でも起こっているということ

を、目で見ることができました。 

 さて、秋の学校林活動では、学校林の一部伐採作業を見学します。植樹から６０年以上過

ぎた木々の倒木が見られるようになり、今後も子どもたちが安全に学校林で活動できるよ

う、また自分たちが受け継いだものを後世に残し学校林を守っていくためにも、落葉松林の

伐採を行うこととしました。１０月３０日（予備日は３１日）の11：15 頃から、学校林で

伐採作業見学と業者の方からの作業説明をしていただくことにしています。保護者・地域の

皆様も見学できますが、子どもたちはバスで移動するため、見学後バスが動けるよう通路の

片側駐車へのご協力をお願いします。 

なお、危険回避のため、見学場所は現在の植樹場所付近になる予定です。小枝が飛んでく

る可能性があるため、子どもたちはヘルメットを着用する予定です。 

９月２日（土）に秋季バドミントン大

会が開催されました。今回は、乃依さん

の体調が万全でなかったため、恋音さん

のみ出場しました。 

１回戦、２回戦ともに、フルセットま

でもつれる大接戦でした。着実に成長し

た姿が見られています。 

 

【女子シングルス】 

舘石 恋音 

2 回戦進出 

秋季バドミントン大会 

 

        □１０月７日（土）９：００より学校祭を開催いたします。地域の方も参観できますので、ぜひお越しください。なお、体調のすぐれない方は来校をお控えください。 

         ※キッズ ISO等環境保全教育を進める観点から、こちらにて地域の皆様へのご案内に替えさせていただきますことをご了承ください。 

        □１０月１７日（火）に第２回 PTA役員会を行います。よろしくお願いいたします。 

        □今年度の単 P研は、依頼を予定していた講師の方の都合がどうしてもつかず、今年度は中止し、次年度に再度来ていただけるよう調整を図ることとなりました。 

掲示板 

阿歴内酪農祭開催 

９月２３日（土・祝）に、阿歴内酪農

祭が４年ぶりに開催されました。乗馬体

験やニアピン対決、焼肉など楽しい催し

がたくさんあり、久しぶりの開催に、参

加した子どもたちも大いに盛り上がって

いました。10 月 1 日（日）の茶安別酪

農祭も楽しみです。 

 

避難訓練 

  ９月 6 日（水）に、今年度 2 回目の

避難訓練を実施しました。今回は、地

震後の火災を想定し、標茶消防署の方

にも来ていただいて、訓練の様子を見

ていただきました。子供たちも素早い

動きができ、先生方の対応もよかった

とお褒めの言葉をいただきました。今

後も忘れたころにやってくるという災

害に備え、訓練を継続していきます。 

 

夏の学校林活動と学校林伐採のお知らせ 


